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小
堀
彰
彦
会
長
を
再
任

副
会
長
に
星
野
芳
寿
氏

令
和
5
年
度
通
常
総
会

　

当
協
会
は
6
月
12
日
、東
京
・
築
地
の
コ
ン
ワ
ビ
ル
に
お
い

て
令
和
5
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
会
員
な
ど
約
20
名
が

出
席
し
た
。
⑴
令
和
4
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
、⑵

令
和
5
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
、
⑶
令
和
5
年
度

賦
課
金
徴
収
、
⑷
規
約
の
一
部
改
正
、
⑸
役
員
の
選
任
︱
の
各

議
案
を
審
議
。
⑴
〜
⑷
の
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
役

員
改
選
で
は
、
各
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
理
事
10
名
に
よ
る

互
選
の
結
果
、
小
堀
彰
彦
会
長
を
再
任
、
副
会
長
に
は
星
野
芳

寿
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
小
堀
会
長

は
、「
こ
の
3
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で

協
会
行
事
を
開
催
し
て
も
出
席
者

が
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、

よ
う
や
く
通
常
通
り
に
参
加
を
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
嬉
し
く

思
う
。
昨
年
は
、コ
ロ
ナ
に
係
わ
る

規
制
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
マ
ス

類
消
費
も
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

飼
料
代
が
2
回
に
わ
た
り
値
上
げ

さ
れ
、
さ
ら
に
は
光
熱
費
の
上
昇

も
あ
っ
て
、
養
鱒
経
営
体
は
難
し

い
舵
取
り
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

サ
ー
モ
ン
の
国
際
相
場
は
高
止
ま

り
し
て
お
り
、
我
々
の
生
産
す
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ト
ラ
ウ
ト
の
価
格
も

上
が
っ
た
も
の
の
、大
型
マ
ス
類
が

少
な
い
状
況
で
あ
り
、今
後
、増
産

に
努
め
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」と

呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
、水
産
庁
栽
培
養

殖
課
内
水
面
漁
業
振
興
室
の
生
駒

潔
室
長
、同
課
内
水
面
指
導
班
の
松

永
啓
志
課
長
補
佐（
班
長
）、
全
国

内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の

中
奥
龍
也
専
務
理
事
、（
一
社
）日
本

養
魚
飼
料
協
会
の
若
月
彰
事
務
局

長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

　

こ
の
後
、小
堀
会
長
を
議
長
に
選

出
し
て
各
議
案
が
審
議
さ
れ
、上
記

⑴
〜
⑷
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、⑵
の
令
和
5
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通

り
。

①
学
校
給
食
利
用
普
及
活
動

　

校
内
調
理
の
で
き
る
都
内
小
中

学
校
を
選
択
し
、授
業
教
材
、給
食

材
料
と
し
て
ニ
ジ
マ
ス
を
提
供
す

る
。

②
消
費
普
及
対
策
事
業

　

3
年
に
わ
た
り
延
期
さ
れ
て
い

る
第
15
回
国
産
ニ
ジ
マ
ス
中
国
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
は
、令
和
5
年
度
も

会
場
の
確
保
が
難
し
い
が
、
昨
秋
、

「
中
国
料
理
美
食
展
2
0
2
2
」
に

出
展
し
た
と
こ
ろ
、複
数
の
青
年
調

理
師
か
ら
開
催
の
要
望
を
受
け
た
。

ま
た
、従
来
の
会
場
の
ほ
か
に
調
理

師
学
校
の
候
補
も
あ
る
た
め
、（
公

社
）日
本
中
国
料
理
協
会
と
も
協
議

の
上
、再
開
を
企
画
し
た
い
。

③
補
助
事
業（
令
和
5
年
度
内
水

面
水
産
資
源
被
害
対
策
事
業
の
う

ち
の
「
生
態
系
の
保
全
に
係
る
実

践
活
動
」）

　
（
一
社
）
栄
養
改
善
普
及
協
会
の

主
催
す
る
「
第
22
回
食
品
と
栄
養

の
ミ
ニ
移
動
教
室
」
と
し
て
、ニ
ジ

マ
ス
料
理
講
習
会
を
全
国
30
会
場

で
開
催
す
る
。

④
指
導
事
業

　

全
国
養
鱒
技
術
協
議
会
へ
の
研

究
委
託
、
全
国
養
鱒
技
術
協
議
会

魚
病
対
策
研
究
部
会
・
養
殖
技
術

部
会
へ
の
参
加
、第
46
回
全
国
養
鱒

技
術
協
議
会
へ
の
参
加（
第
54
回
養

鱒
振
興
全
国
大
会
と
の
共
催
）、
機

関
紙「
に
じ
ま
す
」の
発
行
、等
。

⑤
後
継
者
育
成
対
策
事
業

　

後
継
者
育
成
の
た
め
の
研
修
会

等
の
開
催
ま
た
は
支
援
。

⑥
他
の
内
水
面
養
殖
魚
種
団
体
と

の
連
携

　

全
国
内
水
面
養
殖
振
興
協
会
の

一
員
と
し
て
、全
国
内
水
面
漁
連
の

活
動
と
も
連
携
し
て
、広
く
問
題
を

訴
え
、関
係
機
関
へ
も
支
援
を
要
望

す
る
。
特
に
、
民
間
保
険
会
社（
三

井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱
）と
の
養

殖
保
険
に
つ
い
て
、今
後
も
推
進
し

て
い
く
。
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ものを、使いましょう。

中 部 飼 料 株 式 会 社
株式会社ニチモウマリカルチャー
日 清 丸 紅 飼 料 株 式 会 社
日 本 農 産 工 業 株 式 会 社
林 兼 産 業 株 式 会 社
フ ィ ー ド・ ワ ン 株 式 会 社

〈五十音順〉

〈加盟会社名〉
あすかアニマルヘルス株式会社
伊 藤 忠 飼 料 株 式 会 社
金 子 産 業 株 式 会 社
昭 和 産 業 株 式 会 社
水 産 油 脂 協 議 会
全 国 漁 業 協 同 組 合 連 合 会

⑦
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制
度

　

前
年
度
も
C
O
V
I
D

－

19
の
影
響

に
よ
る
経
済
の
停
滞
縮
小
に
よ
り
、資

金
繰
り
な
ど
か
ら
漁
業
経
営
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制
度
を
解
約
・
脱
退
す

る
事
例
が
出
た
が
、昨
年
は
配
合
飼
料

⑧
養
殖
業
成
長
産
業
化
技
術
開
発
事

業
　

令
和
元
年
度
よ
り
、（
国
研
）水
産
研

究
・
教
育
機
構
水
産
技
術
研
究
所
の

サ
ー
モ
ン
養
殖
推
進
技
術
開
発
に
、外

部
評
価
委
員
と
し
て
小
堀
会
長
が
参

加
。

　

ま
た
、⑶
の
賦
課
金
徴
収
に
つ
い
て

は
、
令
和
4
年
度
に
引
き
続
き
、
5
年

度
も
均
等
割
の
5
万
円
を
賦
課
金
と

し
て
、各
会
員
団
体
一
律
負
担
と
す
る

こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

　

⑷
の
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、北
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
を
こ
れ

ま
で
の
1
名
か
ら
2
名
に
増
員
し
、こ

れ
に
伴
い
、理
事
の
定
数
が
9
名
か
ら

10
名
と
な
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
お
よ
び
顧
問
の
設
置
に
つ
い

て
の
議
案
も
審
議
さ
れ
、
全
国
5
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
理
事
10
名

に
よ
る
互
選
の
結
果
、会
長
に
は
小
堀

彰
彦
氏（
愛
知
県
淡
水
養
殖
漁
協
）を

再
任
、副
会
長
に
は
星
野
芳
寿
氏（
群

馬
県
養
鱒
漁
協
）が
新
た
に
選
ば
れ

た
。
2
0
0
2
年
よ
り
約
20
年
間
に

わ
た
り
副
会
長
を
務
め
た
武
田
勝
美

氏（
富
士
養
鱒
漁
協
）は
、
新
た
に
設

け
ら
れ
た
協
会

顧
問
に
就
任
し

た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク

選
出
の
新
役
員

は
、
上
表
お
よ
び

次
頁
の
通
り
。

の
値
上
げ
が
2
回
行
わ
れ
、加
入
の
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
本
年
度
は
通
期
に

わ
た
っ
て
燃
油
・
配
合
飼
料
と
も
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
動
す
る
と
予
想

さ
れ
る
の
で
、引
き
続
き
加
入
促
進
と

情
報
提
供
に
努
め
る
。

ブロック 構成都道府県名 氏　名 所　属 理事・監事の別

北日本 北海道・青森・岩手・
宮城・福島

木村　建 青森県養鱒協会 理事

中村　利春 岩手県内水面養殖漁業協同組合 理事（新任）

関東 栃木・群馬・埼玉
星野　芳寿 群馬県養鱒漁業協同組合 副会長理事

石田　泰嗣 栃木県養殖漁業協同組合 理事（新任）

信越
長野（長野県養殖漁
協、信州虹鱒養殖漁
協）・新潟・富山

北村　明彦 長野県養殖漁業協同組合 監事

野坂　卓司 信州虹鱒養殖漁業協同組合 理事

南雲　勝久 新潟県にじます組合 理事

中部 静岡・山梨・愛知・
岐阜・福井

大浜　秀規 山梨県養殖漁業協同組合 理事

平林　馨 富士養鱒漁業協同組合 理事

小堀　彰彦 愛知県淡水養殖漁業協同組合 会長理事

美谷添　生 岐阜県池中養殖漁業協同組合 監事

西日本 滋賀・鳥取・広島・
南九州 小椋　勝美 鳥取県養鱒連絡協議会 理事

顧問 武田　勝美 富士養鱒漁業協同組合

全国養鱒振興協会の新役員

新設の協会顧問に就
任した武田勝美氏。
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養魚飼料は、信用あるメーカーの
一般社団法人日本養魚飼料協会

〒 136-8511
東京都江東区亀戸 2-35-13
新永ビル 8F
伊藤忠飼料㈱ 水産飼料事業部内
TEL&FAX  03-3636-5574

理事長 徳丸 公正

全国養鱒振興協会　新役員紹介

会長理事（中部ブロック）
小堀　彰彦

（愛知県淡水養殖漁業協同組合）

副会長理事（関東ブロック）
星野　芳寿

（群馬県養鱒漁業協同組合）

理事（北日本ブロック）
木村　建

（青森県養鱒協会）

理事（関東ブロック）
石田　泰嗣

（栃木県養殖漁業協同組合）

監事（信越ブロック）
北村　明彦

（長野県養殖漁業協同組合）

理事（北日本ブロック）
中村　利春

（岩手県内水面養殖漁業協同組合）

理事（信越ブロック）
野坂　卓司

（信州虹鱒養殖漁業協同組合）

理事（信越ブロック）
南雲　勝久

（新潟県にじます組合）

理事（中部ブロック）
平林　馨

（富士養鱒漁業協同組合）

理事（中部ブロック）
大浜　秀規

（山梨県養殖漁業協同組合）

監事（中部ブロック）
美谷添　生

（岐阜県池中養殖漁業協同組合）

理事（西日本ブロック）
小椋　勝美

（鳥取県養鱒連絡協議会）



106号　令和 5 年10月12日　　（ 4 ）

会
長
職
の
再
任
に
あ
た
っ
て

　

当
協
会
の
令
和
5
年
度
通
常
総
会
に

お
い
て
、
再
度
会
長
に
選
任
さ
れ
、
さ
ら

に
3
年
間
会
長
と
事
務
局
の
職
務
を
継

続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
6

期
、
18
年
間
同
職
に
就
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
間
に
は
東
日
本
大
震
災
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
と
い
う
一
大

事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
会
長
に
初
め
て
就
任
し
た

2
0
0
5
年
に
比
べ
、
2
0
2
2
年
の
内

水
面
マ
ス
類
養
殖
生
産
量
は
55
％
に
減
少

し
ま
し
た
。
会
員
数
も
大
幅
に
減
少
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
配
合
飼
料
の
大
幅

な
値
上
り
は
6
年
度
に
及
び
ま
す（
下
図

参
照
）。
そ
れ
で
も
特
定
疾
病
の
発
生
が

無
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
で
す
。

　

一
方
で
、
世
界
の
養
殖
鮭
鱒
の
生
産
量

は
大
幅
に
増
大
し
、国
内
に
お
い
て
も
海

面
養
殖
や
大
型
陸
上
養
殖
へ
の
展
開
が
あ

り
、養
鱒
業
界
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

会
員
団
体
、
協
力
機
関
、
指
導
機
関
の

ご
支
援
に
よ
り
な
ん
と
か
組
織
は
維
持
し

て
き
ま
し
た
が
、
大
転
換
期
を
迎
え
、
新

た
な
技
術
や
販
路
拡
大
に
対
応
す
べ
く
、

世
代
交
代
も
必
要
で
す
。
ニ
ジ
マ
ス
は

1
8
7
7
年
に
世
界
で
初
め
て
日
本
に
移

入
さ
れ
、2
0
2
7
年
に
1
5
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。
記
念
す
べ
き
年
に
向
け
て
業

界
も
変
化
で
き
る
よ
う
後
継
者
の
育
成
に

尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
係
各
位
の

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

“
淡
水
魚
嫌
い
”
の
土
地
柄
で
も
人
気

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ト
ラ
ウ
ト

　

さ
て
、当
協
会
は
内
水
面
マ
ス
類
養
殖

業
者
の
生
産
者
団
体
で
す
が
、こ
れ
と
は

別
に
養
鱒
に
携
わ
る
水
産
試
験
場
の
研

究
者
を
中
心
と
し
た
組
織
で
あ
る
全
国
養

鱒
技
術
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。
例
年
、
全

国
養
鱒
技
術
協
議
会
は
7
月
、全
国
養
鱒

振
興
協
会
は
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
全
国
大

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
開
催
で
き
な
い
年
も
あ
り

ま
し
た
。

　

本
年
も
晩
秋
に
は
流
行
波
が
あ
る
こ
と

も
危
惧
さ
れ
、ま
た
偶
然
に
も
両
団
体
の

大
会
の
予
定
開
催
地
が
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
半
世
紀
の
長
い
歴
史
の

あ
る
大
会
で
す
が
、本
年
度
は
初
め
て
7

サ
ー
モ
ン
需
要
増
・
価
格
上
昇
の
好
機
に
、

「
ご
当
地
ス
ペ
シ
ャ
ル
・ト
ラ
ウ
ト
」の
増
産
を
！

全
国
養
鱒
振
興
協
会 

会
長
理
事　

小
堀
　
彰
彦

生
産

量
（
千

t）

年（西暦）

ニジマス

その他のマス類

内水面マス類の養殖生産量
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月
に
山
梨
県
甲
府
市
で
合
同
開
催
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
集
会
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
反
動
の
た
め
か
、
会
場
に
入
り
き

れ
な
い
ほ
ど
の
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、

久
々
の
盛
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
大
会
前
日
に
東
京
の
大
学
で
講

義
を
依
頼
さ
れ
て
お
り
、終
了
後
に
そ
の

足
で
甲
府
に
入
り
ま
し
た
。
翌
日
の
大
会

後
に
は
交
流
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、山

梨
県
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
鱒
で
あ
る﹃
富

士
の
介
﹄（
ニ
ジ
マ
ス
×
マ
ス
ノ
ス
ケ
）が

試
食
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
の

で
、
夕
食
に
は
山
梨
県
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
で

も
食
べ
よ
う
か
と
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

持
っ
て
ホ
テ
ル
近
く
の
フ
レ
ン
チ
・
レ
ス

ト
ラ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
地
元
住
民
で
な

い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
で
す
が
、

フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
か
ら
渡
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
開
く
間
も
な
く
、「
本
日
の
サ
ー

モ
ン
は﹃
甲
斐
サ
ー
モ
ン
﹄で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
入
手
が
難
し
く
、
本
日
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
産
に
な
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
養
鱒
業
界
関
係
者
で
あ
る
こ
と

を
名
乗
り
、
甲
府
に
来
た
理
由
を
説
明

し
、
現
在
は
大
変
な
サ
ー
モ
ン
人
気
で
、

﹃
甲
斐
サ
ー
モ
ン
﹄
に
限
ら
ず
全
国
的
に

ブ
ラ
ン
ド
鱒
が
供
給
不
足
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
、
こ
れ
を
お
詫
び
し
、
明
日

全
国
の
生
産
者
に
も
増
産
を
呼
び
か
け
、

今
後
と
も「
ご
当
地
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ト
ラ

ウ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
養
殖
サ
ー
モ
ン
は
世
界
中
で
需

要
が
伸
長
し
て
お
り
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
以
来
、
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
や

円
安
の
影
響
も
あ
っ
て
、
輸
入
鮭
鱒
の
価

格
は
約
2
倍
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
我
々
が
注
力
し
て
生
産

し
て
い
る
国
産
ブ
ラ
ン
ド
鱒
と
の
価
格
差

が
縮
小
し
た
こ
と
、輸
入
鮭
鱒
の
供
給
も

タ
イ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
需
要
が

急
増
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
減
産
や
簡
単
に

は
増
産
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
全
国
各

地
で
国
産
ブ
ラ
ン
ド
鱒
の
供
給
不
足
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
私
が
驚
い
た
こ
と
は
、
実
は
甲

府
市
は
昔
か
ら
マ
グ
ロ
の
消
費
量
が
常
に

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
海
な
し
県
で
も

淡
水
魚
は
あ
ま
り
食
べ
な
い
こ
と
を
知
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。
マ
グ
ロ
は
車
の
な
い

昔
よ
り
、富
士
川
の
水
運
や
富
士
山
を
廻

る
静
岡
県
か
ら
の
供
給
ル
ー
ト
が
あ
り
、

甲
府
で
は
来
客
の
お
も
て
な
し
は
マ
グ
ロ

と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
淡
水
魚
を
食

べ
な
い
甲
府
市
で
、
ご
当
地
サ
ー
モ
ン
で

あ
る﹃
甲
斐
サ
ー
モ
ン
レ
ッ
ド
﹄が
地
元
住

民
に
も
人
気
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

山
梨
県
に
は
海
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、豊

富
な
天
然
水
を
活
か
し
て
、淡
水
魚
の
養

殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ス
類

の
生
産
量
は
全
国
3
位
で
す
。
一
方
で
淡

水
魚
の
食
材
と
し
て
の
地
場
消
費
は
少

な
く
、
地
元
で
の
生
産
と

消
費
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

の
た
め
に
、
味
や
品
質
を

改
良
し
て
生
ま
れ
た
の
が

﹃
甲
斐
サ
ー
モ
ン
レ
ッ
ド
﹄

で
し
た
。
そ
し
て
、
近
年

で
は
ニ
ジ
マ
ス
と
キ
ン
グ

サ
ー
モ
ン（
マ
ス
ノ
ス
ケ
）

の
交
配
種
で
あ
る﹃
富
士

の
介
﹄も
登
場
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
元
産
が
名

産
品
と
し
て
地
元
で
消

費
が
拡
大
す
る
こ
と
は
、

養
鱒
業
界
が
目
指
し
た

ひ
と
つ
の
成
果
で
も
あ
り

ま
す
。

　

直
近
の
輸
入
サ
ー
モ
ン

の
価
格
は
円
安
に
も
か
か

わ
ら
ず
下
落
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
久
し
振
り
に
訪

れ
た
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
、

各
地
で
会
員
が
生
産
す
る

「
ご
当
地
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ト

ラ
ウ
ト
」
を
浸
透
さ
せ
る

べ
く
、
増
産
に
励
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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令
和
5
年
6
月
12
日
、全
国
養
鱒
振
興

協
会
の
拡
大
理
事
会
が
東
京
・
築
地
の
コ

ン
ワ
ビ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
武
田
勝
美

さ
ん
の
副
会
長
退
任
の
意
向
を
受
け
、小

堀
彰
彦
会
長
の
発
案
で
理
事
会
の
承
認

を
受
け
、地
元
群
馬
の
戸
部
潔
組
合
長
か

ら
も
背
中
を
押
さ
れ
、小
堀
会
長
の
補
佐

を
務
め
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介

　

私
は
今
年
70
歳
に
な
り
ま
す
が
、養
鱒

業
は
祖
父
の
代
か
ら
行
っ
て
お
り
、
3
代

目
で
す
。
山
登
り
が
好
き
で
林
野
庁
に
勤

め
よ
う
と
思
い
、島
根
大
学
農
学
部
林
学

科
に
進
ん
だ
の
で
す
が
、
父
母
の
強
い
願

い
を
受
け
止
め
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、島
根
大
卒
業
後
、東

京
水
産
大
学
に
1
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
昭
和
52
年
の
こ
と
で
す
。

　

東
京
水
産
大
学
で
は
、野
村
稔
先
生
に

師
事
し
、魚
類
養
殖
業
は
そ
の
飼
料
需
要

に
よ
っ
て
沿
岸
漁
民
の
経
営
の
一
助
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
養
殖
魚
は
世
界
各

国
で
国
賓
を
も
て
な
す
食
材
と
し
て
も
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
頂
き
、

力
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
野
村
先
生
に
は
、

銀
座
や
築
地
の
高
級
外
食
店
の
魚
料
理

も
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
水

族
病
理
学
の
佐
野
徳
夫
先
生
に
は
、森
林

生
態
学
で
は
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
耐
性
菌

や
ウ
イ
ル
ス
、
さ
ら
に
は
生
命
起
源
な
ど

に
関
わ
る
好
奇
心
の
翼
を
広
げ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

翌
年
秋
に
は
、養
鱒
業
界
の
面
々
に
よ

援
策
は
手
厚
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
自

立
農
家
に
な
ろ
う
と
す
る
人
は
少
な
く
、

予
算
が
残
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、地
域
の
後
継
者
が
足
り
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
養
鱒
場
は
、
自
噴
湧
水
に

恵
ま
れ
、
お
得
意
様
に
支
え
ら
れ
て
、
市

場
出
荷
に
頼
る
こ
と
な
く
、年
間
50
ｔ
の

生
産
・
販
売
を
家
族
だ
け
で
行
っ
て
き
ま

し
た
。
息
子
た
ち
は
本
人
の
望
む
道
に
進

ん
だ
の
で
、現
在
は
広
い
養
魚
場
を
管
理

釣
り
場
の
練
習
場
の
よ
う
に
し
、そ
の
入

場
料
収
入
を
主
体
と
し
た
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ゆ
え
に
、
作
業
量
な
ど
は
大

幅
に
削
減
さ
れ
、多
く
の
時
間
を
様
々
な

学
び
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
養
鱒
事
情
の
視
察
旅
行

に
参
加
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
解
説

役
の
本
荘
鉄
雄
先
生（
岐
阜
水
試
）、富
士

養
鱒
漁
協
の
松
井
さ
ん
、
柴
崎
夫
妻
、
信

州
虹
鱒
養
殖
漁
協
の
宇
井
光
夫
さ
ん
、長

野
県
養
殖
漁
協
の
正
村
道
武
さ
ん
な
ど
で

し
た
が
、
道
中
、
先
輩
方
か
ら
養
鱒
業
の

様
々
な
苦
労
や
喜
び
な
ど
も
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
、
業
界
と
し
て
の
結
束
も
感

じ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
ニ
ジ
マ
ス
は
当

時
、
輸
出
奨
励
品
目
で
あ
り
、
農
水
省
か

ら
も
厚
い
支
援
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
代
表
例
が
過
疎
対
策
補
助
事
業
で
、

山
間
部
で
の
養
魚
場
建
設
は
9
割
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
私
は
現
在
、
地
元
で
農
業
委
員
も

務
め
て
い
ま
す
が
、
新
規
就
農
者
へ
の
支

副
会
長
就
任
の
ご
挨
拶全

国
養
鱒
振
興
協
会 

副
会
長
理
事　

星
野
　
芳
寿
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水
産
白
書
か
ら
感
じ
た
こ
と

　

令
和
4
年
度
の
水
産
白
書
に
目
を
通

し
た
と
こ
ろ
、
全
世
界
の
漁
業
生
産
量
の

半
分
以
上
を
養
殖
生
産
が
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
中
国
の
内
水
面
養
殖（
コ

イ
、フ
ナ
）、海
面
養
殖（
海
藻
）の
急
激
な

成
長
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
我
が

国
の
水
産
物
輸
入
平
均
単
価
が
2
0
1
2

年
の
5
4
9
円
／
㎏
か
ら
2
0
2
2
年
の

9
3
2
円
／
㎏
へ
と
大
幅
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、
意
識
改
革
を
迫
ら
れ
る
思
い
で
す
。

そ
の
一
方
で
、同
白
書
の
水
産
施
策
の「
内

水
面
養
殖
業
」の
項
を
見
る
と
、「
海
面
で

養
殖
さ
れ
る
サ
ケ
・
マ
ス
類
の
種
苗
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
、ふ
化
放
流
等
の

民
間
の
施
設
を
活
用
し
た
生
産
体
制
の
構

築
を
推
進
し
ま
し
た
」と
あ
り
、次
い
で
、

「
う
な
ぎ
養
殖
業
」
と「
錦
鯉
養
殖
業
」に

つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
す
が
、「
ニ
ジ
マ

ス
」や「
ア
ユ
」の
文
言
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

養
殖
マ
ス
類
の
適
正
価
格
を
考
え
る

　

養
鱒
業
の
最
大
の
原
材
料
は
配
合
飼

料
で
す
が
、そ
の
価
格
は
数
年
前
の
2
倍

に
及
び
、
直
近
で
1
袋
7
0
0
0
円（
消

費
税
込
み
）近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水

産
白
書
を
見
る
と
、2
0
2
2
年
前
半
か

ら
、
魚
粉
輸
入
価
格
が
配
合
飼
料
価
格

（
全
魚
種
用
飼
料
の
平
均
値
。
工
場
か
ら

の
出
荷
時
点
）を
上
回
る
展
開
に
な
っ
て

い
ま
す
。
加
工
産
業
の
商
品
価
格
は
、
原

材
料
価
格
の
3
倍
が
一
つ
の
目
安
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
養
鱒
業
に
当
て
は
め

る
と
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
サ
イ
ズ
の
ニ
ジ
マ
ス

の
生
産
者
価
格
は
約
1
2
0
0
円
／
㎏
が

妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

群
馬
県
の
養
鱒
業
者
は
、多
く
が
釣
り
場

を
併
設
し
た
り
、地
元
の
旅
館
・
飲
食
店
、

釣
り
場
な
ど
を
顧
客
と
し
て
い
ま
す
の

で
、そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
売
価
を
実
現
で

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ヤ
マ
メ
・
イ
ワ
ナ

は
ニ
ジ
マ
ス
よ
り
1
0
0
円
高
。
刺
身
用

の
大
型
魚
で
は
1
8
0
0
円
／
㎏
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
飲
食
店
で
の
各
種

マ
ス
料
理
の
提
供
価
格
は
、今
の
と
こ
ろ
、

概
ね
据
え
置
き
の
よ
う
で
す
。

　

観
光
地
で
も
あ
る
群
馬
県
で
は
、水
産

試
験
場
の
業
務
方
針
に
新
商
品
開
発
を

謳
う
な
ど
、特
産
魚
づ
く
り
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
刺
身
用
大
型
魚
の

ギ
ン
ヒ
カ
リ
で
あ
り
、
遊
漁
用
の
ハ
コ
ス

チ
で
す
が
、ハ
コ
ス
チ
は
食
べ
て
も
美
味

し
く
、そ
れ
は
知
事
も
認
め
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
遊
漁
用
の
3
0
0
ｇ
サ
イ
ズ
と
並

行
し
て
、白
身
の
1
㎏
サ
イ
ズ
を
食
用
に

生
産
・
供
給
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

河
川
漁
協
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
業

界
や
、
行
政
・
試
験
研
究
機
関
と
の
連
携

は
、
養
鱒
業
界
に
と
っ
て
や
は
り
重
要
で

す
。
群
馬
県
養
殖
漁
協
で
は
、
戸
部
組
合

　

最
近
の
状
況
変
化
と
言
え
ば
、中
国
政

府
に
よ
る
日
本
産
水
産
物
の
全
面
輸
入

停
止
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
福
島
第
一
原
発

の
A
L
P
S
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
受
け

て
の
政
治
的
動
き
で
す
が
、多
く
の
華
僑

が
暮
ら
す
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
な
ど
に
お

い
て
も
民
間
レ
ベ
ル
で
日
本
産
魚
の
輸
入

を
抑
制
的
に
す
る
動
き
が
感
じ
ら
れ
る
と

の
こ
と
。
輸
出
減
に
伴
う
、
日
本
国
内
の

水
産
物
全
般
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
へ
の
影
響

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

養
鱒
業
界
に
お
い
て
も
、国
内
お
よ
び

世
界
の
業
界
外
の
情
勢
に
も
注
意
を
傾

け
、経
営
判
断
に
活
か
す
姿
勢
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

長
が
中
心
と
な
っ
て
県
議
団
と
の
会
合
を

重
ね
、河
川
漁
協
の
役
員
な
ど
と
も
定
期

的
に
懇
談
し
、水
産
会
館
の
運
営
資
金
も

供
出
し
て
い
ま
す
。

持
続
的
な
養
鱒
業
に
向
け
て

　

養
鱒
業
の
生
産
現
場
で
は
、I
H
N
や

冷
水
病
対
策
で
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
7
月
に

山
梨
県
内
で
、全
国
養
鱒
振
興
協
会
の
全

国
大
会
と
、各
県
水
試
関
係
者
に
よ
る
全

国
養
鱒
技
術
協
議
会
が
合
同
開
催
さ
れ
、

I
H
N
ウ
イ
ル
ス
の
株
の
変
異
と
病
原

性
、
I
H
N
用
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
な
ど
に

つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
D
N
A
ワ

ク
チ
ン
の
使
用
は
こ
れ
ま
で
国
内
で
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、現
在
は
、

獣
医
師
の
処
方
の
も
と
、カ
ナ
ダ
か
ら
輸

入
し
て
使
う
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。
潮
流
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
、農
水
産
物
の
育
種

や
品
種
改
良
に
つ
い
て
の
関
心
も
高
ま
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
青
果
は
品

種
改
良
に
よ
っ
て
食
味
や
耐
病
性
な
ど
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
、消
費
者
か
ら
も
歓
迎

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、遺
伝
子
組
換
え
作

物
と
な
る
と
途
端
に
嫌
わ
れ
る
の
で
、
ど

の
よ
う
な
技
術
を
用
い
る
か
は
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
意
向
も
踏
ま
え
て
判
断
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
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今
年
4
月
1
日
に
内
水
面
漁
業
振
興

室
長
に
就
任
し
た
生
駒
で
す
。
養
鱒
を
は

じ
め
と
す
る
内
水
面
の
仕
事
は
一
昨
年
の

1
年
間
課
長
補
佐
と
し
て
携
わ
っ
た
の
に

続
き
２
度
目
と
な
り
ま
す
。
前
回
は
内
水

面
の
こ
と
が
少
し
わ
か
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
異
動
に
な
っ
て
し
ま
い
非
常
に
残
念
な

思
い
を
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
少
し
は

腰
を
落
ち
着
け
て
仕
事
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
世
の
中
が
非
常
に
大
き
く
変

化
し
た
１
年
で
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の

戦
争
が
長
期
化
し
て
い
る
影
響
で
餌
料
や

資
材
が
高
騰
し
、養
鱒
だ
け
で
な
く
養
殖

業
全
般
に
と
っ
て
経
営
環
境
が
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
ト
ラ
ウ
ト
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま

し
た
。
行
動
制
限
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
は

急
速
に
観
光
や
外
食
の
消
費
が
回
復
し
ま

し
た
が
、
魚
の
増
産
に
は
時
間
が
か
か
る

た
め
こ
の
追
い
風
を
受
け
止
め
切
れ
て
お

ら
ず
、従
来
に
も
増
し
て
経
営
の
舵
取
り

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
サ
ケ
・
マ
ス
類
は
、水
産
物
全
体

の
国
内
消
費
が
減
っ
て
い
る
中
で
消
費
量

を
維
持
し
て
お
り
、平
成
22
年
以
降
は
消

費
量
ト
ッ
プ
の
位
置
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま

す
。
水
産
庁
と
し
て
も
、「
養
殖
業
成
長
産

業
化
総
合
戦
略
」に
お
い
て
輸
入
サ
ー
モ

ン
類
の
シ
ェ
ア
を
国
産
に
置
き
換
え
て
い

く
こ
と
で
国
内
サ
ー
モ
ン
養
殖
の
成
長
を

推
進
す
る
方
向
を
示
し
て
お
り
、今
後
の

養
殖
業
の
中
で
も
重
要
な
分
野
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
以
降
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
レ
ジ
ャ
ー
の

人
気
が
高
ま
り
、遊
漁
関
係
の
市
場
も
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。
ヤ
マ
メ
・
ア
マ
ゴ
、

イ
ワ
ナ
、
ニ
ジ
マ
ス
は
内
水
面
で
の
遊
漁

者
数
が
ト
ッ
プ
3
の
人
気
魚
種
で
あ
り
、

特
に
ニ
ジ
マ
ス
に
つ
い
て
は
冬
季
の
特
設

釣
り
場
な
ど
で
の
活
用
に
注
目
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、サ
ケ
・

マ
ス
類
の
養
殖
業
を
巡
る
情
勢
は
暗
い
こ

と
ば
か
り
で
は
な
く
、
内
水
面
の
養
鱒
業

界
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
動
き
に
う
ま

く
絡
ん
で
い
く
こ
と
で
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
餌
料
高

へ
の
対
応
や
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
内
水

面
養
殖
保
険
を
使
い
や
す
い
も
の
に
改
善

し
つ
つ
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
ど
、目
下

の
具
体
的
な
課
題
に
対
処
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
、い
ず
れ
も
難
し
い
問
題
で
す

が
、少
し
で
も
前
に
進
ん
で
行
け
る
よ
う
、

皆
様
と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
し
ま
い
に
、
私
自
身
と
ニ
ジ
マ
ス
の

付
き
合
い
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
て
お
き

ま
す
。
私
は
兵
庫
県
の
神
戸
出
身
で
、
子

供
の
頃
か
ら
釣
り
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す

が
、
対
象
は
海
の
堤
防
釣
り
が
多
く
、
川

で
は
フ
ナ
や
ハ
ヤ
が
相
手
だ
っ
た
の
で
、

渓
流
の
ア
マ
ゴ
や
ニ
ジ
マ
ス
は
憧
れ
の
魚

で
し
た
。
ご
く
た
ま
に
ニ
ジ
マ
ス
の
管
理

釣
り
場
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
の
が
楽

し
み
だ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

大
学
は
沖
縄
に
行
っ
て
、そ
の
後
も
南
の

方
の
仕
事
が
多
か
っ
た
の
で
マ
ス
類
か
ら

は
ま
す
ま
す
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
昨
年
に
内
水
面
の
担
当
に
な
っ
た
の
を

機
に
、
昔
少
し
か
じ
っ
て
い
た
テ
ン
カ
ラ

を
再
開
し
、週
末
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
近
場

の
渓
流
に
通
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
一

昨
年
に
は
、
両
毛
漁
協
の
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
教
室
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
そ

の
時
に
釣
っ
た
栃
木
ブ
ラ
ン
ド
の「
頂
鱒
」

は
、
体
高
が
高
く
て
虹
が
濃
い
、
惚
れ
惚

れ
す
る
ほ
ど
カ
ッ
コ
良
い
魚
で
、
改
め
て

ニ
ジ
マ
ス
の
魅
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
鱒
達
と
、
こ
れ
か
ら
も
公
私

と
も
に
付
き
合
い
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

養
鱒
・ニ
ジ
マ
ス
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
産
庁
栽
培
養
殖
課 

内
水
面
漁
業
振
興
室
長

生
駒　

潔
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本
年
4
月
に
水
産
庁
栽
培
養
殖
課
内

水
面
指
導
班
の
課
長
補
佐
と
な
り
ま
し
た

松
永
と
申
し
ま
す
。
こ
の
た
び
は
機
関
紙

を
通
じ
て
就
任
の
挨
拶
と
自
己
紹
介
の
機

会
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
方
、
出
身
は
佐
賀
県
で
、
学
生
時
代

を
福
岡
で
過
ご
し
た
後
に
水
産
庁
へ
入
庁

し
、
こ
れ
ま
で
水
産
物
貿
易
、
漁
業
取
締

り
、
遠
洋
・
沖
合
漁
業
な
ど
の
部
署
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
も
一
定
の
収
ま
り
を
見

せ
、行
動
制
限
も
解
消
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
着
任
し
ま
し
た
の
で
、
会
議
で
の
出

張
の
機
会
な
ど
も
捉
え
つ
つ
、
現
場
に
も

直
接
お
伺
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
と
こ
ろ
、皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
養
鱒
と
言
い
ま
す
と
、
私
の
中

で
は
ニ
ジ
マ
ス
の
品
種
改
良
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
、学
生
時
代
の
講
義
で
も
学
ん
だ

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
科
学
的

な
視
点
か
ら
の
情
報
が
主
だ
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
た
び
内
水
面
の
担
当
と
な
り
、

養
殖
業
と
し
て
の
視
点
か
ら
も
ニ
ジ
マ
ス

の
こ
と
を
知
る
と
、
そ
こ
に
積
み
重
ね
ら

れ
た
長
い
歴
史
と
皆
様
の
努
力
を
強
く
感

じ
て
い
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
近
年
注
目

を
集
め
て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ト
ラ
ウ
ト

（
ご
当
地
サ
ー
モ
ン
）で
す
が
、
各
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
や
込
め
ら
れ
た
思
い
を
知

り
、
養
鱒
業
の
更
な
る
発
展
へ
の
繋
が
り

に
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
と
、
や
は
り
沸
き
起
こ
っ
て
く

る
の
は
食
欲
と
い
う
こ
と
で
、
何
を
語
る

に
せ
よ
ま
ず
は
味
わ
っ
て
み
な
け
れ
ば
始

ま
ら
な
い
と
思
い
、
現
在
、
と
あ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
ト
ラ
ウ
ト
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
取
り
寄
せ
中
で
す（
本
来
な
ら
ば
こ
こ

に
感
想
を
書
き
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で

す
が
、当
方
の
注
文
が
遅
く
間
に
合
わ
ず

…
）。
こ
れ
か
ら
各
地
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ト

ラ
ウ
ト
を
随
時
入
手
し
て
食
べ
比
べ
し
て

み
よ
う
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
水
産
庁
に
入
っ
た
の
は
、
幼
い
頃

か
ら
の
趣
味
で
あ
る
釣
り
が
転
じ
て
、
大

学
で
も
水
産
分
野
を
学
び
今
に
至
る
と

い
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
釣
り
を
通

し
た
マ
ス
類
と
の
関
わ
り
と
言
え
ば
、
学

生
時
代
に
行
っ
た
管
理
釣
り
場
で
の
フ
ラ

イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
思
い
出
し
ま
す
。
私

の
腕
を
見
透
か
す
ニ
ジ
マ
ス
に
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
も
、
釣
れ
て
く
れ
た
ニ
ジ
マ
ス
を

そ
の
場
で
ホ
イ
ル
焼
き
に
し
て
堪
能
し
た

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
内
水
面
は

特
に
釣
り
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
た
め
、

担
当
と
な
っ
て
か
ら
は
釣
り
に
行
き
た
い

と
い
う
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
着
任
後
に
群
馬
の
ハ
コ
ス
チ
の
存
在

を
知
り
、釣
り
味
を
求
め
た
品
種
改
良
を

行
う
と
い
う
努
力
に
驚
く
と
と
も
に
、こ

れ
は
自
分
も
釣
っ
て
み
た
い
と
、
道
具
の

準
備
と
情
報
収
集
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

本
原
稿
は
夏
の
暑
さ
も
過
ぎ
て
虫
の
声

が
聞
こ
え
る
頃
に
執
筆
し
て
い
る
の
で
す

が
、
今
年
の
夏
を
思
い
返
す
と
、
そ
れ
だ

け
で
汗
が
吹
き
出
し
て
き
そ
う
な
酷
暑
の

数
ヵ
月
で
し
た
。「
観
測
史
上
初
」
と
い
う

ワ
ー
ド
が
頻
繁
に
聞
か
れ
る
な
か
、
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
水
温
等
の
飼
育
環
境

で
ご
苦
労
な
さ
れ
た
方
々
も
多
か
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
で
発
生
し

た
台
風
、豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
近
年
の

気
候
変
動
の
影
響
や
災
害
の
多
発
に
加

え
て
、餌
料
価
格
の
高
騰
等
に
よ
る
生
産

コ
ス
ト
上
昇
な
ど
、
養
鱒
業
界
は
様
々
な

難
し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
水

産
庁
も
貴
協
会
と
連
携
し
、一
歩
ず
つ
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
行
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
私
自
身
も
皆
様
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

私
と
ニ
ジ
マ
ス
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

水
産
庁
栽
培
養
殖
課 

内
水
面
指
導
班
担
当 

課
長
補
佐

松
永　

啓
志
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■
ト
ピ
ッ
ク
■

第
46
回
全
国
養
鱒
技
術
協
議
会
大
会

第
54
回
養
鱒
振
興
全
国
大
会

〜
I
H
N
対
策
と
し
て
の
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
、清
浄
化
と
強
毒
化
阻
止
な
ど
〜

共
催

　

2
0
2
3
年
7
月
6
日
、
7
日
の
2
日

間
、
山
梨
県
甲
府
市
の
ホ
テ
ル
談
露
館
に

お
い
て
、「
第
46
回
全
国
養
鱒
技
術
協
議

会
大
会
」
と「
第
54
回
養
鱒
振
興
全
国
大

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
な
ど
を
考
慮
し
、初
め
て
の
合
同

開
催
と
な
っ
た
が
、
養
鱒
業
者
や
試
験
研

究
機
関
の
研
究
員
、
資
材
メ
ー
カ
ー
関
係

者
等
、
約
1
4
0
人
が
参
加
す
る
盛
会
と

な
っ
た
。
中
心
課
題
は「
I
H
N
と
ど
う

戦
う
か
」。
養
鱒
業
に
お
い
て
常
に
重
要

疾
病
と
な
っ
て
き
た
I
H
N（
伝
染
性
造

血
器
壊
死
症
）に
関
す
る
最
近
の
知
見
や

対
策
を
中
心
に
、講
演
や
研
究
報
告
が
行

わ
れ
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
全
国
養

鱒
技
術
協
議
会
の
小
川
滋
運
営
委
員
長
、

格
が
上
が
っ
て
お
り
、
我
々
国
内
の
生
産

者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
は
今

ま
で
な
か
っ
た
こ
と
。
我
々
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ト
ラ
ウ
ト
の
供
給
が
追
い
付
か
な
い
こ

と
は
反
省
す
べ
き
だ
が
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
せ
る
よ
う
、
研
修
で
学
ぶ
と
同
時

に
交
流
会
で
も
有
意
義
な
情
報
交
換
を
し

て
も
ら
い
た
い
」と
、共
同
開
催
な
ら
で
は

の
深
い
交
流
を
求
め
た
。

　

以
下
に
、
I
H
N
に
関
す
る
講
演
2
題

の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

I
H
N
用
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
の
検
証
と

今
後
の
展
望

　
栗
田
　
潤
氏（
国
立
研
究
開
発
法
人 

水
産

産
研
究
・
教
育
機
構 
水
産
技
術
研
究
所 

養
殖

部
門 

病
理
部
）

　

I
H
N
は
近
年
、
稚
魚
ば
か
り
で
な
く

大
型
魚
で
も
発
症
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
国
際
的
な
薬
剤
耐
性
菌
対
策
と

し
て
、
水
産
分
野
で
も
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

予
防
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
世
界

的
に
は
I
H
N
ワ
ク
チ
ン
は
開
発
さ
れ
て

い
る
が
、我
が
国
で
は
、水
産
用
生
物
製
剤

の
認
可
の
基
本
方
針
が
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

だ
っ
た
の
で
、こ
れ
ま
で
、製
薬
メ
ー
カ
ー

も
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
は
見
合
わ
せ

て
い
た
。

　

D
N
A
ワ
ク
チ
ン
は
、m
R
N
A
で
は
な

く
、D
N
A
を
打
ち
、そ
れ
が
R
N
A
に
転

写
さ
れ
て
細
胞

の
な
か
で
抗
原

を
つ
く
る
仕
組

み
。
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
効
か

な
い
の
に
、

当
協
会
の
小
堀

彰
彦
会
長
理
事

が
挨
拶
。
小
川

氏
は
、「
I
H
N

は
国
内
に
侵
入

し
て
50
年
が
経
過
す
る
が
、
今
も
冷
水
病

と
並
び
、
養
鱒
業
に
お
い
て
被
害
も
多
い

重
要
疾
病
と
な
っ
て
い
る
。
本
年
5
月
7

日
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
し
、
少

し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
る
が
、
一

方
で
、
飼
料
代
や
光
熱
費
の
高
騰
が
養
鱒

経
営
を
厳
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。
初
め

て
の
共
同
開
催
と
な
る
今
回
、
実
り
あ
る

議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」

と
話
し
た
。
小
堀
氏
は
、「
近
年
は
サ
ー
モ

ン
の
人
気
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
こ
山
梨

特
産
の
甲
斐
サ
ー
モ
ン
も
な
か
な
か
手
に

入
ら
な
い
と
聞
く
。
輸
入
サ
ー
モ
ン
の
価

栗田　潤氏

小川  滋氏
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D
N
A
ワ
ク
チ
ン
は
よ
く
効
く
場
合
が
あ

る
が
、不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
液
性
免
疫（
抗

体
）
し
か
誘
導
で
き
な
い
の
に
対
し
、

D
N
A
ワ
ク
チ
ン
は
弱
毒
性
生
ワ
ク
チ
ン

な
ど
と
同
様
、
細
胞
性
免
疫
を
獲
得
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
た
だ
し
、抗

原
の
発
現
は
局
所
的
か
つ
一
過
性
で
、
生

ワ
ク
チ
ン
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
十
分
な
免

疫
応
答
を
誘
導
し
き
れ
な
い
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
、
期
待
ほ
ど
の
効
果

が
得
ら
れ
に
く
か
っ
た
た
め
か
、
世
界
的

に
も
実
用
化
に
至
っ
た
例
は
多
く
な
い
。

　

現
在
、
実
用
化
さ
れ
て
い
る
サ
ケ
科
魚

類
用
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
、
①
カ
ナ

ダ
で
認
可
さ
れ
て
い
る
I
H
N
ワ
ク

チ
ン
、②
E
U
で
認
可
さ
れ
て
い
る
サ

ケ
膵
臓
病
（
S
P
D
：S

a
lm
on 

P
ancreas D

isease

）︱
の
2
つ
が
挙

げ
ら
れ
る（
ど
ち
ら
も
エ
ラ
ン
コ
製
）。

　

水
産
技
術
研
究
所
で
は
、2
0
1
7

年
か
ら
水
産
防
疫
対
策
委
託
事
業
と

し
て
、D
N
A
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に

関
す
る
情
報
収
集
、海
外
で
認
可
さ
れ

て
い
る
I
H
N 

D
N
A
ワ
ク
チ
ン
の

入
手
と
そ
の
効
果
の
検
証
、D
N
A
ワ

ク
チ
ン
の
改
良
等
、基
礎
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
日
本
の
ニ
ジ
マ
ス
系
統
、
日

本
の
I
H
N
ウ
イ
ル
ス
株
に
お
い
て

も
有
効
か
否
か
を
調
べ
た
り
、ニ
ジ
マ

ス
以
外
の
サ
ケ
科
魚
類
で
の
有
効
性

に
つ
い
て
も
調
査
中
で
あ
る
。

　

ニ
ジ
マ
ス
稚
魚（
平
均
21
・
6
g
/
尾
、

各
区
20
尾
）を
供
試
魚
と
し
て
、海
外
で
認

可
さ
れ
て
い
る
D
N
A
ワ
ク
チ
ン（
エ
ラ
ン

コ
製
）の
筋
肉
注
射
に
よ
る
有
効
性
を
試

験
し
た
。
そ
の
結
果
、I
H
N
ウ
イ
ル
ス
の

H
V
9
6
1
2
株
の
低
濃
度
攻
撃
試
験

で
、
海
外
市
販
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
の

I
H
N
V
日
本
株
と
日
本
の
養
殖
ニ
ジ
マ

ス
に
対
す
る
有
効
性
が
示
さ
れ
た
。
エ
レ

ク
ト
ロ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
電
気
穿
孔
法
）と

い
う
電
流
を
利
用
し
て
D
N
A
を
細
胞
内

に
導
入
す
る
方
法
も
試
し
た
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
期
待
し
た
ほ
ど
の
優
位
性
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

D
N
A
ワ
ク
チ
ン
の
改
良
と
し
て
、
①

接
種
法
の
工
夫
に
よ
る
導
入
効
率
の
向

上
、
②
ベ
ク
タ
ー
の
工
夫
に
よ
る
発
現
強

度
・
期
間
の
向
上
、
③
免
疫
系
へ
の
認
識

効
率
の
向
上
︱
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

D
N
A
ワ
ク
チ
ン
の
弱
点
を
補
完
す
る

様
々
な
手
法
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い

D
N
A
ワ
ク
チ
ン
シ
ス
テ
ム
が
開
発
で
き

れ
ば
、今
後
は
、I
H
N
の
み
な
ら
ず
、病

原
性
の
強
い
ほ
か
の
疾
病
に
も
D
N
A
ワ

ク
チ
ン
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と

期
待
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
稚
魚
期
の
疾

病
に
対
応
す
る
た
め
浸
漬
D
N
A
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
も
検
討
し
て
い
る
。

　

な
お
、
あ
ま
り
勧
め
ら
れ
る
こ
と
で
は

な
い
が
、獣
医
師
の
処
方
の
も
と
、カ
ナ
ダ

か
ら
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
を
輸
入
し
て
使
用

す
る
こ
と
は
今
で
も
可
能
で
あ
る
。

　

栗
田
氏
の
講
演
内
容
を
補
足
す
る
形

で
、
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
畜
水
産

安
全
管
理
課
水
産
安
全
室
の
秋
山
孝
介
氏

が
、「
水
産
用
ワ
ク
チ
ン
の
拡
充
に
向
け
た

消
費
・
安
全
局
長
通
知
の
改
正
」
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
消
費
・
安
全
局
長
通
知

に
よ
り
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
以
外
の
ワ
ク
チ

大会に先立ち「マス類供養」が執り行われた。

ワクチンの種類 不活化 サブユニット DNA

成分
培養した病原体をホ
ルマリンなどで不活
化したもの。

大腸菌などを利用し
て合成した病原体の
タンパク質等。

病原体のタンパク質
を産生するプラスミ
ドDNA（環状DNA）。
接種した魚体内でタ
ンパク質が発現。

免疫誘導能
液性免疫 〇 〇 〇

細胞性免疫 △ △ 〇

培養困難な病原体での開発 × 〇 〇
サケ科魚類での

海外承認事例（一部） 多数あり IPN（ノルウェー、チ
リ） IHN（カナダ、米国）

ワクチンの種類とそれぞれの特徴

参考資料　・中西照幸（月刊養殖ビジネス2021年3月号、44-52）
・松山知正、高野倫一（月刊養殖ビジネス2021年5月号、61-65）
・海外の水産用医薬品について（https://www.maff.go.jp/j/syouan/suisan/
　suisan_yobo/attach/pdf/fishmed-30.pdf）

会場風景。約140名が参加する盛会となった。
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ン
の
承
認
を
見
合
わ
せ
て
き
た
が
、
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
で
は
効
果
が
期
待
で
き
な
い

魚
病
が
あ
る
。
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
ワ
ク
チ
ン

や
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
の
よ
う
な
新
技
術
も

進
展
し
て
お
り（
前
頁
の
表
）、
養
殖
業
成

長
産
業
化
総
合
戦
略
等
で
も
ワ
ク
チ
ン
開

発
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
抗
体
の
作

用（
液
性
免
疫
）で
は
排
除
が
難
し
い
魚

病
、
病
原
体
の
培
養
が
難
し
い
魚
病
な
ど

は
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
の
対
応
は
困
難

で
、細
胞
性
免
疫
の
誘
導
が
必
要
。

　

そ
こ
で
、今
後
は
、サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
ワ
ク

チ
ン
と
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
の
承
認
申
請
へ

の
対
応
も
可
能
と
な
る
よ
う
局
長
通
知
を

改
正
し
、
2
0
2
3
年
7
月
4
日
に
施
行

と
な
っ
た
。
特
に
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
申
請
時
に
必
要
な
資
料
等
を
製

薬
メ
ー
カ
ー
に
説
明
し
、
製
剤
化
に
向
け

た
支
援
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
生

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
環
境
へ
及
ぼ
す

影
響
等
が
十
分
に
検
証
で
き
て
お
ら
ず
、

実
用
化
判
断
に
は
調
査
が
必
要
な
段
階
。

I
H
N
の
清
浄
化
と
強
毒
化
阻
止
に
向

け
て
～
農
林
水
産
省
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
等
共
同
研
究
の
成
果
か
ら
～

　
佐
野 

元
彦
氏（
東
京
海
洋
大
学 

水
族
病

理
学
研
究
室 

教
授
）

　

農
水
省
の
包
括
的
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
推
進
委
託
事
業「
国
内
主

要
養
殖
魚
の
重
要
疾
病
の
リ
ス
ク
管
理
技

ス
株
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
た
。

死
亡
稚
魚
由
来
の
株
は
、ほ
か
の
ニ
ジ
マ
ス

系
統
よ
り
も
、
由
来
す
る
系
統
の
魚
に
強

い
毒
力
を
示
す
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
、死

亡
終
息
後
の
持
続
感
染
を
調
べ
る
と
、
死

亡
率
の
高
い
群
で
は
終
息
後
す
ぐ
に
ウ
イ

ル
ス
が
検
出
さ
れ
な
く
な
る
が
、
低
い
群

で
は
長
く
検
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、毒
力

の
低
い
ウ
イ
ル
ス
は
比
較
的
長
く
魚
体
内

に
感
染
し
続
け
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

稚
魚
時
に
接
種
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
、
成

熟
親
魚
と
な
っ
た
と
き
に
は
体
腔
液
か
ら

検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
ウ
イ
ル
ス
は
産
卵

直
前
か
ら
分
離
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

か
ら
、
親
魚
が
成
熟
す
る
段
階
で
免
疫
が

低
下
し
て
再
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
I
H
N
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
動
態
の
全
体
像
と
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ
る
。

★
死
亡
稚
魚
の
ウ
イ
ル
ス
は
強
毒
だ
が
、

生
残
魚
に
は
残
ら
な
い
。

★
大
量
に
飼
育
さ
れ
る
出
荷
用
の
育
成
魚

（
1
年
程
度
育
成
）が
弱
毒
に
持
続
感
染
。

★
成
長
し
た
魚
の
体
内
で
も
増
殖
で
き
る

ウ
イ
ル
ス
へ
の
変
異
が
誘
導
さ
れ
、
そ
の

系
統
の
魚
に
対
す
る
毒
力
の
上
昇（
強
毒

化
）。

★
稚
魚
―
育
成
魚
―
親
魚
の
生
産
サ
イ
ク

ル
に
I
H
N
ウ
イ
ル
ス
が
入
る
と
、
そ
の

ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
選
抜
育
種
効
果
が
出

な
い（
I
P
N
で
は
効
果
が
あ
っ
た
）。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
清
浄
化
に
向
け
て

は
、
次
の
よ
う
な
事
項
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。

★
稚
魚
に
感
染
さ
せ
ず
、
そ
の
系
統
の
魚

の
稚
魚
―
親
魚
の
生
産
サ
イ
ク
ル
の
中
に

ウ
イ
ル
ス
を
入
れ
な
い（
強
毒
化
阻
止
）。

そ
の
た
め
、
種
苗
生
産
施
設
は
I
H
N
ウ

イ
ル
ス
フ
リ
ー
に
。
ま
た
、湧
水
の
育
成
養

殖
場
も
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
に
。

★
や
む
を
得
な
い
感
染
耐
過
魚
の
作
出
は

育
成
養
殖
場
で
行
う
。

★
河
川
水
の
種
苗
生
産
施
設
で
は
、
親
魚

候
補
群
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有
効
か
も
し

れ
な
い
。

　

上
記
講
演
の
ほ
か
、①「
I
H
N
：
発
生

当
初
か
ら
1
9
9
0
年
代
末
に
か
け
て
の

病
原
性
の
変
遷
」（
中
居
裕
氏
／
岐
阜
県
水

産
研
究
所
下
呂
支
所
）、②
マ
ス
類
な
ど
淡

水
魚
の
ス
レ
症
に
対
す
る
塩
水
浴
の
治
療

効
果（
菅
原
和
宏
氏
／
滋
賀
県
水
産
試
験

場
）、
③「
マ
ス
類
な
ど
淡
水
魚
の
ス
レ
症

に
対
す
る
塩
水
浴
の
治
療
効
果
」（
瀧
川
智

人
氏
／
静
岡
県
水
産
・
海
洋
技
術
研
究
所

富
士
養
鱒
場
）、
④「
富
士
の
介
お
よ
び
親

魚
種
の
I
H
N
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
感
受

性
の
比
較
」（
平
塚
匡
氏
／
山
梨
県
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
忍
野
支
所
）︱
等
の
研
究
発

表
も
行
わ
れ
た
。

�

（
編
集
部
）

術
の
開
発
」に
お
い
て
、令
和
元
年
度
か
ら

長
野
県
水
産
試
験
場
、
静
岡
県
水
産
・
海

洋
技
術
研
究
所
富
士
養
鱒
場
と
と
も
に

I
H
N
の
清
浄
化
に
向
け
た
養
殖
管
理
技

術
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
中
で

得
ら
れ
た
知
見
を
紹
介
し
た
い
。

　

I
H
N
は
1
9
7
0
年
代
に
ア
ラ
ス
カ

か
ら
輸
入
さ
れ
た
受
精
卵
に
よ
り
日
本
に

持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
国

内
で
遺
伝
的
変
異
を
続
け
、
静
岡
遺
伝
子

型
、
長
野
遺
伝
子
型
、
北
関
東
遺
伝
子
型

が
あ
る
。
近
年
で
は
、
大
型
の
個
体
に
も

感
染
す
る
な
ど
強
毒
化
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
変
異
の
原
因
と
し
て
、ウ
イ
ル
ス
キ
ャ

リ
ア
ー
の
感
染
耐
過
魚
の
種
苗
利
用
が
推

測
さ
れ
る
が
、科
学
的
な
証
拠
は
な
い
。

　

I
H
N
は
長
い
歴
史
が
あ
る
も
の
の
、

飼
育
施
設
の
中
で
ウ
イ
ル
ス
が
ど
の
よ
う

な
感
染
動
態
を
も
っ
て
い
る
の
か
は
明
確

で
は
な
い
。
清
浄
化
を
目
指
す
に
は
こ
れ

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ウ

イ
ル
ス
の
遺
伝
子
配
列
の
違
い
を
目
印
に

し
て
個
々
の
ウ
イ
ル
ス
株
を
判
別
し
つ
つ
、

両
試
験
場
に
お
い
て
I
H
N
死
亡
稚
魚
と

成
熟
親
魚
の
体
腔
液
を
対
象
に
疫
学
調
査

を
行
っ
た
。

　

池
出
し
稚
魚

の
I
H
N
発
生

事
例
で
は
、
1

つ
の
事
例
で
も

複
数
の
ウ
イ
ル

佐野 元彦氏
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本
年
4
月
か
ら
全
国
養
鱒
技
術
協
議

会
の
運
営
委
員
長
を
務
め
て
お
り
ま
す

長
野
県
水
産
試
験
場
の
小
川
滋
と
申
し

ま
す
。
全
国
養
鱒
振
興
協
会
及
び
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
か
ら
本

協
議
会
へ
の
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ

き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
7
月
6
～
7
日
に
山
梨
県

甲
府
市
に
お
い
て
、「
第
46
回
全
国
養
鱒
技

術
協
議
会
大
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

前
回
は
岐
阜
市
で
1
日
だ
け
の
開
催
で
し

た
が
、
本
年
5
月
8
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
5
類
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回

は
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
に
2
日
間
に
わ
た

る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
回

は
初
め
て
貴
協
会
の「
第
54
回
養
鱒
振
興

全
国
大
会
」と
の
共
催
と
い
う
こ
と
で
、協

会
の
皆
様
、と
り
わ
け
山
梨
県
の
協
会
関

係
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
で
は
中
心
課
題
を「
Ｉ
Ｈ
Ｎ
と
ど

う
戦
う
か
」と
し
て
、水
産
研
究
・
教
育
機

構
の
栗
田
主
幹
研
究
員
か
ら「
Ｉ
Ｈ
Ｎ
用

Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
検
証
と
今
後
の
展

望
」
に
つ
い
て
、
東
京
海
洋
大
学
の
佐
野

教
授
か
ら
は「
Ｉ
Ｈ
Ｎ
の
清
浄
化
と
強
毒

化
阻
止
に
向
け
て
」
と
題
し
て
、
Ｉ
Ｈ
Ｎ

の
研
究
、
開
発
の
最
前
線
に
つ
い
て
御
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

栗
田
先
生
の
御
講
演
で
は
、す
で
に
カ

ナ
ダ
で
普
及
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｈ
Ｎ
用
Ｄ
Ｎ

Ａ
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
の
病
原
株
に
お
い
て

も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
後
よ
り
い
っ
そ
う
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
を
高
め
た
り
、使
い
や
す
く
す
る

た
め
の
投
与
法
な
ど
の
開
発
研
究
を
進
め

ら
れ
て
い
る
現
状
を
御
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

佐
野
先
生
か
ら
は
Ｉ
Ｈ
Ｎ
ウ
イ
ル
ス
の

遺
伝
子
配
列
の
違
い
を
利
用
し
た
ニ
ジ
マ

ス
と
Ｉ
Ｈ
Ｎ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
性
に
関
す

る
研
究
に
つ
い
て
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
稚
魚
期
に
感

染
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
決
し
て
親
魚
の
成
熟

期
に
排
出
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
と
は
同
一
で

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
は
免

疫
が
低
下
し
た
親
魚
が
再
感
染
し
て
い
る

こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
弱
毒
ウ
イ
ル
ス
が
長
期
的

に
飼
育
魚
に
感
染
し
、そ
の
過
程
で
強
毒

ウ
イ
ル
ス
が
生
じ
て
い
る
と
示
唆
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
強
毒
化
阻
止
の
た
め
に
は
稚

魚
～
親
魚
生
産
サ
イ
ク
ル
の
中
に
は
ウ
イ

ル
ス
を
入
れ
ず
生
産
施
設
を
ウ
イ
ル
ス
フ

リ
ー
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
や
む
を
得
な

い
感
染
耐
過
魚
の
作
出
は
そ
の
施
設
外
で

行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
提
唱
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス
存
在
下
の
環

境
で
は
親
魚
候
補
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

有
効
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
。
今
後

の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

2
日
目
の
研
究
発
表
・
話
題
提
供
で
は
、

地
元
山
梨
県
の
ご
当
地
サ
ー
モ
ン
で
あ
る

富
士
の
介
の
Ｉ
Ｈ
Ｎ
感
受
性（
山
梨
県
）

や
Ｉ
Ｈ
Ｎ
病
原
性
の
変
遷（
岐
阜
県
）、淡

水
魚
の
ス
レ
に
対
す
る
塩
水
浴
の
効
果

（
滋
賀
県
）、
そ
し
て
、
ニ
ジ
マ
ス
の
ラ
ッ

シ
ュ
の
対
処
法（
静
岡
県
）な
ど
多
岐
に

わ
た
る
話
題
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
協
会

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
も
役
立
つ
情
報
が

得
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た

と
お
り
、今
回
は
2
日
間
に
わ
た
る
開
催
、

か
つ
、
養
鱒
振
興
全
国
大
会
と
の
共
催
と

い
う
こ
と
で
、
会
議
以
上
に
？
交
流
会
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
山
梨
県
の
御
厚
意

に
よ
り「
富
士
の
介
」の
お
造
り
や
山
梨
県

で
開
発
し
た
ブ
ド
ウ
で
造
ら
れ
た
ワ
イ
ン

な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
あ
っ
ち
の

テ
ー
ブ
ル
、こ
っ
ち
の
テ
ー
ブ
ル
で
話
の
花

が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
き
っ
と
、全
国
各
地

の
大
勢
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
と
、
会
議
な

ど
で
は
聞
け
な
い
こ
と
を
語
り
合
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
我
々
地
方

公
設
試
験
場
の
研
究
員
は
、も
ち
ろ
ん
現

場
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、こ

の
よ
う
な
場
か
ら
研
究
や
技
術
開
発
の

「
ネ
タ
」が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

本
協
議
会
は
技
術
を
も
っ
て
養
鱒
業

界
に
貢
献
す
る
こ
と
が
会
の
目
的
で
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
か
ら
御
意
見
、

御
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
長
野
県
水
産
試
験
場
々
長
）

【
養
鱒
技
術
協
議
会
便
り
】

Ｉ
Ｈ
Ｎ
と
の
戦
い

～
第
46
回
全
国
養
鱒
技
術
協
議
会
大
会
か
ら
～

全
国
養
鱒
技
術
協
議
会 

運
営
委
員
長　

小
川　

滋
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日
頃
よ
り
当
協
会
加
盟
各
社
の
マ
ス
類

用
飼
料
を
ご
愛
用
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
今
年
5
月
8
日
か
ら
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
の
5
類
に
移
行

し
、す
べ
て
の
制
限
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
な
ど

に
伴
い
、
落
ち
込
み
の
激
し
か
っ
た
旅
行

業
や
飲
食
業
を
中
心
に
業
績
は
回
復
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

反
面
、国
内
で
は
感
染
力
が
強
い
と
言

わ
れ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
新
た
な
変
異
株

E
G
・
5
系
統
へ
の
置
き
換
わ
り
が
進
み
、

第
9
波
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は
増
加
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、新
規
感
染
者
数
は
全
数
把
握

か
ら
定
点
把
握
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
全
体

像
が
把
握
し
に
く
く
実
感
が
伴
い
ま
せ

ん
。コ
ロ
ナ
は
未
だ
終
息
し
て
は
お
ら
ず
、

同
時
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
拡
大
傾
向
で

す
の
で
、両
者
に
共
通
す
る
基
本
的
な
感

染
対
策
は
続
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

淡
水
魚
用
飼
料
の
生
産
動
向

　

今
年
1
～
8
月
の
当
協
会
加
盟
各
社

の
淡
水
魚
用
飼
料
生
産
量
は
マ
ス
類
用
：

6
8
5
2
ｔ（
前
年
同
期
比
91
・
5
％
）､

ウ
ナ
ギ
用
：
1
万
7
2
8
4
t（
同
90
・

5
％
）､
ア
ユ
用
：
4
3
3
3
t（
同
87
・

1
％
）、
コ
イ
用
：
2
5
7
5
t（
同
78
・

7
％
）、
そ
の
他
淡
水
魚
用
を
含
め
淡
水

魚
全
体
で
3
万
1
6
3
0
t
（
同
88
・

9
％
）と
各
魚
種
と
も
大
幅
な
落
ち
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
数
字
か
ら
在
池
尾
数
が
少
な
い
で

あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
淡
水
養

殖
業
界
は
長
い
間
、コ
ス
ト
が
上
が
っ
て

も
価
格
転
嫁
が
十
分
に
で
き
ず
苦
労
さ

れ
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
昨
今
の

あ
ら
ゆ
る
物
価
上
昇
に
伴
い
価
格
転
嫁
が

進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
良
か
っ
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

飼
料
原
料
の
動
向

　

ペ
ル
ー
北
中
部
の
今
年
前
期
の
カ
タ
ク

チ
イ
ワ
シ
漁
は
、
2
回
の
資
源
調
査
を
経

て
、
6
月
3
日
に
、
前
年
比
39
％
に
あ
た

る
1
0
9
・
1
万
t
の
漁
獲
枠
で
解
禁
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
稚
魚
混
入
率
が
86
・

3
％
と
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
国
の
漁

業
組
合
は
解
禁
後
間
も
な
い
6
月
7
日

か
ら
自
主
禁
漁
と
し
、生
産
省
も
6
月
8

日
に
前
期
漁
の
操
業
は
し
な
い
と
発
表
し

ま
し
た
。
2
0
1
4
年
に
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

の
影
響
か
ら
後
期
漁
が
中
止
に
な
っ
た
前

例
は
あ
り
ま
し
た
が
、主
要
と
な
る
前
期

漁
の
本
格
操
業
前
の
中
止
判
断
は
極
め
て

異
例
と
言
え
ま
す
。

　

8
月
3
日
か
ら
の
再
探
査
漁
は
8
月

13
日
に
終
了
し
、前
期
の
漁
獲
量
は
漁
獲

枠
の
20
・
4
％（
約
22
・
3
万
t
に
と
ど

ま
り
、
生
産
さ
れ
た
魚
粉
は
お
よ
そ
5
・

1
万
t
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
再
探

査
漁
で
も
稚
魚
混
入
率
は
70
％
と
高
く
、

魚
粉
の
品
質
は
タ
ン
パ
ク
含
量
65
％
以

下
の
低
グ
レ
ー
ド
品
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
後
期
の
調
査
漁
は
既
に
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
が
、水
温
が
平
年
よ
り
2
～
4
℃

と
依
然
高
く
、後
期
漁
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。（
丸
紅
、ニ
ッ
ス
イ
魚
粉

【
養
魚
飼
料
協
会
便
り
】

養
魚
飼
料
と
飼
料
原
料
の
動
向

一
般
社
団
法
人 

日
本
養
魚
飼
料
協
会
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（
延
縄
・
養
殖
）用
52
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
J
F
全
漁
連
提
供
資
料
よ
り
）

　

お
盆
休
み
を
挟
み
、漁
期
を
折
り
返
し

た
道
東
沖
の
マ
イ
ワ
シ
漁
で
は
小
型
の
魚

体
が
主
体
の
た
め
、
大
半
が
ミ
ー
ル
向
け

と
の
こ
と
で
す
。
お
盆
前
の
ミ
ー
ル
向
け

魚
価
は
40
円
／
㎏
台
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
が
、
漁
再
開
後
は
ペ
ル
ー
の
減
産
等
を

受
け
前
年
比
4
～
5
割
高
の
60
～
65
円

／
㎏
で
推
移
し
て
い
ま
す
。（
み
な
と
新
聞

よ
り
）

　

40
円
／
㎏
台
の
ミ
ー
ル
向
け
魚
価
は
相

当
の
高
値
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、

60
円
／
㎏
台
と
な
る
と
も
は
や
言
葉
も

無
く
、
好
漁
が
続
い
て
魚
価
が
下
が
り

ミ
ー
ル
も
下
が
る
？
こ
と
を
期
待
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

2
0
2
2
年
の
国
内
の
魚
粉
・
魚
油
生

産
量
は
、
ラ
ウ
ン
ド
処
理
量
が
約

23
万
1
0
0
0
t（
前
年
比
83
％
）、そ
こ

か
ら
生
産
さ
れ
た
魚
粉
は
約

5
万
1
0
0
0
t（
同
84
％
）、魚
油
は
約

1
万
8
0
0
0
t（
同
78
％
）で
し
た
。

　

水
産
物
加
工
残
渣
処
理
量
は
前
年
比

92
％
の
約
62
万
t
、生
産
さ
れ
た
魚
粉
は

約
13
万
6
0
0
0
t（
同
94
％
）、魚
油
は

約
4
万
8
0
0
0
t（
同
87
％
）で
、合
計

の
生
産
量
は
魚
粉
が
約
18
万
7
0
0
0
t

（
同
91
％
）、

魚
油
が
計
約

6
万
6
0
0
0
t（
同
84
％
）と
な
っ
て
い

ま
す
。（
水
産
油
脂
統
計
年
鑑
よ
り
）

　

公
共
料
金
や
食
品
等
の
相
次
ぐ
値
上

げ
で
消
費
者
の
買
い
控
え
傾
向
が
強
い
こ

と
か
ら
、食
品
製
造
過
程
で
発
生
す
る
飼

料
副
原
料
の
発
生
量
も
少
な
く
品
薄
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
政
府
は
10
月
か
ら

輸
入
小
麦
の
売
り
渡
し
価
格
を
11
・
1
％

値
下
げ
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
が
、物
価

へ
の
影
響
は
限
定
的
な
よ
う
で
す
。

　

水
産
加
工
残
渣
の
発
生
量
も
少
な
い
こ

と
か
ら
魚
粉
・
魚
油
生
産
量
と
も
減
少
し

て
お
り
、
特
に
魚
油
の
供
給
が
タ
イ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
大
半
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
飼
料
原
材
料
は
国
際
紛
争
や
為
替

に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
一
朝
一
夕
に

で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
監
督

官
庁
に
は
機
会
あ
る
毎
に
原
料
の
国
産

化
や
増
産
政
策
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

海
面
養
殖
で
は
無
魚
粉
飼
料
の
試
験

販
売
や
昆
虫
ミ
ー
ル
配
合
の
飼
料
で
の
大

規
模
飼
育
試
験
、出
来
上
が
っ
た
魚
の
試

食
会
や
試
験
販
売
な
ど
新
た
な
動
き
が

見
ら
れ
、皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も

と
、今
後
益
々
魚
粉
に
依
存
し
な
い
飼
料

作
り
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
養
殖

業
界
は
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

ほ
ど
の
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
に

知
恵
を
絞
っ
て
乗
り
越
え
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
貴
協
会
、
養
鱒

業
界
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念

し
、本
稿
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

情
報
よ
り
）

　

国
内
の
今
年
1
～
7
月
の
マ
イ
ワ
シ
水

揚
量
は
、全
国
で
は
前
年
比
1
0
1
・
2
％

の
41
・
9
万
t
、単
価
は
前
年
比
1
6
2
・

3
％
の
68
・
2
円
／
㎏
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
釧
路
の
水
揚
量
は
前
年
比

1
5
4
·
4
％
の
約
6
万
1
0
0
0
t
、

単
価
は
同
1
1
7
・
8
％
の
47
・
7
円
／

㎏
で
、
用
途
は
ほ
ぼ
ミ
ー
ル
向
け
と
な
っ

て
お
り
、そ
の
単
価
は
43
～
44
円
／
㎏
で

し
た
。
ま
た
、
八
戸
の
水
揚
量
は
前
年
比

1
5
9
・
9
％
の
1
万
2
5
0
0
t
、単
価

は
同
1
6
3
％
の
57
円
／
㎏
で
、
漁
獲
量

の
約
半
数
が
ミ
ー
ル
向
け
と
な
り
、
そ
の

単
価
は
53
円
／
㎏
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
地
域
の
漁
獲
量
は
前
年
比

94
％
の
約
34
万
5
0
0
0
t
で
、
単
価
は

前
年
比
1
7
1
％
の
72
・
2
円
／
㎏
。
7

月
ま
で
の
漁
獲
量
全
体
の
用
途
は
、ミ
ー

ル
用
16
％
、輸
出
用
17
％
、食
用
16
％
、餌

2023年（令和5年）1～8月 養魚飼料生産量

（一社）日本養魚飼料協会会員12社の合計値。

8月生産量
（ｔ）

前年対比
（％）

1～8月累計
（ｔ）

前年対比
（％）

マ ス 類 用 1,131 99.6 6,852 91.5

ウ ナ ギ 用 2,566 84.0 17,284 90.5

ア ユ 用 363 69.4 4,333 87.1

コ イ 用 476 55.5 2,575 78.7

タ イ 用 11,487 69.4 83,316 94.3

ブ リ 類 用 19,788 88.6 110,960 116.5

ア ジ 用 817 60.8 7,177 93.9

ギンザケ用 45 80.4 20,724 107.3

エ ビ 用 254 135.8 841 104.6

そ の 他 2,207 65.8 16,121 103.0

合 計 39,134 79.2 270,183 103.2
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こ
の
度
、2
0
0
2
年
よ
り
約
20
年
に
わ
た
っ
て
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
当
協
会
の
副
会
長
職
を
退
任
致
し
ま

し
た
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、在
任
中
に
賜
り
ま
し
た
ご

厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、顧
問
と
し

て
、微
力
な
が
ら
も
養
鱒
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
号
10
頁
に
あ
る
通
り
、今
年
は
全
国
養
鱒
技
術
協
議

会
大
会
と
養
鱒
振
興
全
国
大
会
が
初
の
合
同
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
約
1
4
0
人
が
参
加
す
る
盛
会
と
な
り
、顔

と
顔
を
合
わ
せ
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
先
の
読
め
な
い
時
代
で
こ
れ
か
ら

も
苦
労
は
多
い
で
し
ょ
う
が
、我
々
養
鱒
業
者
は
お
互
い

に
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、ま
た“
戦
友
”と
し
て
切
磋
琢

磨
し
、困
っ
た
と
き
に
は
助
け
合
っ
て
い
け
る
関
係
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
長　

武
田　

勝
美

　2023年1〜7月の富士養鱒漁協の鮮
魚取扱い量は約 45ｔ（前年同期比
68％）、平 均 単 価は 967 円 / ㎏（ 同
123％）。
　右図で明らかなように、2022年9月
に値上げを行って以来、単価は900円
/㎏を常に上回っている。しかしなが
ら、2023年に入ってから湧水量・河川
流水量が低下したこともあって、組合
員の池揚げペースは鈍く、月別に見ると前年を上
回ったのは7月のみとなっている。1〜7月のトー
タルでは、前年比68％と大幅に減少した。

取
扱
い
量（
t）

平
均
単
価（
円
/k
g
）

2022年取扱い量

2022年平均単価2023年平均単価

2023年取扱い量

　2023年初めから秋までの活魚の動向を振り返る
と、年初から春先までは寒くても釣り場の客入り
はまずまずだったが、人々の新型コロナに対する
警戒心が徐々に薄れていき、ほかのレジャーも楽
しむようになったせいか、4月以降は思ったほどに
は客足が伸びなかったようだ。5月8日に新型コロ
ナの感染症法上の位置づけが、2類相当（新型イン
フルエンザ等感染症）から5類感染症に移行したこ
とも、レジャーの多様化を後押ししたのだろう。
　GWは、2019年以来の新型コロナ関連規制（ま

【マス類活魚の動向】
コロナ警戒薄らぎレジャーが再び多様化

酷暑で魚も人も息切れ？

【ニジマス鮮魚の動向】
単価好調も、水不足で生産減

ん延防止等重点措置など）のない連休となったが、
釣り場の集客は前年比で20～25％減になったと
ころが多かった模様。5月1日と2日の平日に通常
通り仕事をした人が多かったのかもしれない。
　そして、今夏は全国的に猛暑が続き、釣り場の
水温も上昇して魚の活性が低下、また、暑すぎて
アウトドアの釣りは敬遠されたものと考えられる。
そのため、夏休みも活魚の荷動きはパッとしな
かったが、8月と9月の台風による降雨で水量が回
復し、釣り場のコンディションは上がってきてい
る。秋になると魚の活性も上がるので、釣り客が
増えることを期待したい。ただし、止水池が営業
を再開すると、釣魚の主体であるニジマスの供給
はタイトになりそう。

　同漁協では、特売も控えつつ、生産動向を見極
めながらの出荷を続けているが、まずは成育状況
が上向くことを期待したいところ。

富士養鱒漁業協同組合のニジマス取扱い量と平均単価の推移


